
　

日
本
海
に
面
し

た
石
川
県
は
海
産

物
も
豊
富
で
、
い

ろ
い
ろ
な
海
藻
も

よ
く
食
べ
て
き
た
。

中
で
も
寒
天
の
原

料
と
な
る
テ
ン
グ

サ
も
身
近
な
海
藻
。

寒
天
の
中
に
溶
き

卵
を
流
し
た
「
え

び
す（
べ
ろ
べ
ろ
）」

は
、
卵
が
ふ
わ
っ

と
花
開
い
た
よ
う

で
見
た
目
も
美
し

い
。
小
松
に
お
い
て
身
近
な
寒
天
と
、
昔
は
貴
重

だ
っ
た
卵
の
組
合
せ
は
、
お
祭
り
や
正
月
な
ど
「
ハ

レ
の
日
」
の
た
め
の
特
別
の
料
理
で
金
沢
や
能
登
地

方
に
比
べ
醤
油
を
少
な
く
透
明
に
仕
上
げ
る
の
が

特
徴
。

　

正
式
な
名
は
輪
島
の
伝
統
菓
子「
柚ゆ

べ

し
餅
子
」
に
由
来

す
る
ら
し
い
。
手
早
く
作
れ
る
こ
と
か
ら
、
は
や

ゆ
べ
し
と
呼
ば
れ
「
え
び
す
」
に
な
ま
っ
た
と
い
う
。

　

平
成
二
五
年
十
二
月

一
日
、　

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

東
側
に“
科
学
と
交
流
”

の
ま
ち
の
拠
点
と
し
て
、

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ

ま
つ
が
完
成
し
、
一
部

オ
ー
プ
ン
（
一
般
開
放
）

し
ま
す
。（
平
成
二
六
年

三
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
）。
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ

ル
ズ
こ
ま
つ
は
、
小
松

市
が
「
も
の
づ
く
り
精

神
の
継
承
と
科
学
技
術
意
識
の
啓
発
」
や
「
未
来
に
向

け
た
地
域
の
活
性
化
と
産
業
振
興
」
を
主
な
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、
科
学
技
術
立
国
を
実
践
す
る
人
材
の
育
成
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
創
っ
た
も
の
で
、
日
本
海
側

初
の
立
体
視
型
全
天
周
3
D
シ
ア
タ
ー
を
は
じ
め
と
し

て
、
も
の
づ
く
り
・
科
学
体
験
展
示
ホ
ー
ル
、
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
、
技
術
工
作
室
、
カ
フ
ェ
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
が
楽

し
め
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
月
二
〇
日
、
小
松
産
の
お
米
の
品
質
や
味
を
比
べ
る
「
環
境

王
国
こ
ま
つ 

米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、
応

募
者
百
十
一
件
の
中
か
ら
、
各
部
門
の
金
・
銀
・
銅
賞
の
受
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
小
松
産
米
の
品
質
や
生
産

者
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
取
組
み
で
、
平
成

二
七
年
秋
に
は
「
米・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
・
国
際
大
会
」

（
米・食
味
鑑
定
士
協
会
主
催
）を
小
松
で
開
催
し
、
小
松
産
米
の

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
と
さ
ら
な
る
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
審
査
員
の
一
人
で
一
級
フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
の
里
井
真
由
美

さ
ん
は
、「
小
松
の
お
米
は
香
り
が
良
く
、
み
ず
み
ず
し
く
、
食

感
も
良
か
っ
た
で
す
。
水
も
土
も
良
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
香
り
も

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」

と
小
松
産
の
お
米
を
評
価

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
松

　
食
の

歳
時
記

ハ
レ
の
日
の
料
理

「
え
び
す（
べ
ろ
べ
ろ
）」

〒923-8610 

石
川
県
小
松
市
こ
ま
つ
の
杜
2
番
地
　

TEL 0761-22-8610
http://science-hills-kom

atsu.jp/

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
が

プ
レ
オ
ー
プ
ン

第
３
回
「
環
境
王
国
こ
ま
つ
」

米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

162013 秋・冬	 vol.4
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＜金賞＞ 橋本豊寛
＜銀賞＞ 橋祥一郎
＜銅賞＞ 高久輝　

米
食
味

コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果

「慣行栽培」
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近
、
里
山
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
里
山
と
は
「
集

落
や
人
里
に
接
し
た
山
」、
そ
し
て

そ
の
よ
う
な
環
境
で
「
人
間
の
影

響
を
受
け
て
成
立
し
て
い
る
生
態

系
」
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
。
近
年
で

は
、
二
○
一
○
年
に
国
連
生
物
多

様
性
条
約
の
第
十
回
締
結
国
会
議

（
C
O
P
10
）
が
日
本
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
環
境
省
が
日
本
の

里
山
を
、
自
然
と
人
間
の
共
生
の
モ

デ
ル
と
し
て
世
界
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

日
本
海
と
霊
峰
白
山
に
囲
ま
れ
た

水
と
緑
の
豊
か
な
小
松
市
は
、
そ
の

面
積
の
七
割
程
度
が
里
山
、
奥
山

だ
。
小
松
市
で
は
自
然
と
人
と
の

共
存
共
栄
を
持
続
し
、
発
展
さ
せ

る
た
め
、
市
民
と
と
も
に
「
こ
ま
つ

S
A
T
O
Y
A
M
A
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
そ
し
て
平
成
二
三
年
三
月

に
一
三
八
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
か
つ

て
の
那
谷
小
学
校
滝
ヶ
原
分
校
と
保

育
所
跡
を
「
里
山
自
然
学
校
こ
ま
つ

滝
ヶ
原
」
と
し
て
開
校
し
た
。
こ
こ

を
拠
点
と
し
て
里
山
生
き
物
調
査
塾
、

里
山
里
湖
エ
コ
ツ
ア
ー
塾
、
里
山
エ

コ
ア
グ
リ
塾
、
里
山
グ
ル
メ
開
拓
塾

な
ど
の
塾
活
動
や
、山
菜
検
定
、ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、「
里
ま
な
び
山
あ

そ
び
」
な
ど
里
山
の
豊
か
な
自
然
を

里
山
自
然
学
校

　
こ
ま
つ
滝
ヶ
原

秋
の
一
日
、

馬
の
鞍
の
よ
う
な
稜
線
が

美
し
い
鞍く
ら
か
け
や
ま

掛
山
の
麓
、

滝
ヶ
原
で
癒
さ
れ
る
。

最

鞍掛山の麓に滝ヶ原の
里山の風景が広がる。

2013 秋・冬	 vol.4

活
用
し
た
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
環
境
や
里
山
を
学
ぶ
大

学
生
や
外
国
人
の
研
究
活
動
の
受
け

入
れ
も
行
っ
て
い
る
。

　

里
山
に
秋
の
気
配
が
色
濃
く
な
っ

て
き
た
十
一
月
三
日
、滝
ヶ
原
で
「
晩

秋
の
石
文
化
巡
り
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
＆

ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
を
引
率
す
る
の
は
里
山
自
然
学
校

こ
ま
つ
滝
ヶ
原
の
運
営
委
員
長
、
山

下
豊
さ
ん
。
鞍
掛
山
と
滝
ヶ
原
を
愛

す
る
、こ
こ
の
活
動
の
中
心
的
存
在
だ
。

　

雨
が
心
配
さ
れ
た
が
、
幸
い
に
も

曇
り
空
。
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な

く
、
里
山
を
散
策
す
る
に
は
ち
ょ
う

ど
良
い
気
候
だ
。
参
加
者
は
山
下
さ

ん
の
案
内
で
滝
ヶ
原
の
里
山
を
歩
き

な
が
ら
、
鞍
掛
山
を
眺
め
、
草
木
に

目
を
留
め
、
ア
ケ
ビ
を
味
見
し
、
ア
ー

チ
石
橋
群
を
渡
り
、
石
切
り
場
の
巨

大
な
空
間
に
驚
い
た
。
小
学
生
か
ら

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま

で
年
齢
は
様
々
だ
が
、
参
加
者
の
顔

は
生
き
生
き
と
し
、
里
山
の
空
気
や
、

鳥
の
声
に
癒
や
さ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。

　
「
こ
こ
で
は
地
産
地
消
、
そ
し
て
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
考
え
方
で
、

滝
ヶ
原
に
来
る
人
と
こ
こ
の
住
民
も
参

加
し
て
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
地

域
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
域
資
源
を
調

査
し
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
化
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
鞍
掛
山
や
滝
ヶ
原
の
石
の

文
化
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
、
ホ
ト

ケ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
、
里
山
の
資
源
と
、

歴
史
文
化
を
上
手
く
活
用
し
、
多
額

の
投
資
を
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
活
性

化
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
山
下
さ
ん
。
そ
し
て
「
春
夏
秋
冬

の
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
里
山
に

身
を
置
い
て
、
自
分
を
見
つ
め
直
す

時
間
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
心

も
体
も
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
。

　
「
神
が
田
園（
農
村
）を
つ
く
り
、
人

間
が
都
市
を
つ
く
っ
た
」
と
い
う
イ

ギ
リ
ス
の
詩
人
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
ー

パ
ー
の
有
名
な
こ
と
ば
が
あ
る
が
、

里
山
と
い
う
の
は
神
と
人
間
の
共
作

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。　

　

里
山
は
人
間
と
自
然
界
を
つ
な
ぐ

場
所
。
里
山
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と

で
、
日
常
生
活
の
ス
ト
レ
ス
が
癒
や

さ
れ
、
感
覚
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
日
々

生
き
て
い
く
た
め
の
活
力
を
与
え
て

く
れ
る
場
所
な
の
だ
と
思
う
。

　

あ
な
た
も
ぜ
ひ
小
松
の
里
山
、滝
ヶ

原
で
癒
や
さ
れ
て
欲
し
い
。

里山自然学校
こまつ滝ヶ原
の運営委員長、
山下 豊さん。

本山石切丁場。文政の頃より現在まで切
り出され、当時の藩主の土蔵や墓碑を造
るほど良質の石が産出されている。

月2 回、地元の食材を使った里
山食堂がオープン。滝ヶ原のお
母さん（おばあちゃん？）たち
が朝から準備をしてくれる。

全国的にも非常に貴重な滝ヶ原のアーチ
石橋群の一つ、「丸竹橋」。

里山自然学校こまつ滝ヶ原△

MAP［15ページ①］
〒 923-0335

小松市滝ヶ原町ウ 20
TEL 0761-65-2436 
FAX 0761-65-2437

http://www.satoyama-komatsu.com/ 
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「
月
日
は
百は
く
た
い代
の
過
客
に
し
て
、

行
き
か
ふ
年
も
又
旅
人
な
り
」
で

始
ま
る 

『
奥
の
細
道
』。
日
本
人
な

ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る
松
尾
芭
蕉

の
紀
行
文
の
冒
頭
で
あ
る
。

　

芭
蕉
は
元
禄
二
年
三
月
二
七
日

（
新
暦
一
六
八
九
年
五
月
一
六
日
）

に
江
戸
深
川
の
採さ
い
と
あ
ん

荼
庵
を
出
発
し
、

全
行
程
約
二
四
〇
〇
キ
ロ
、
日
数

約
一
五
〇
日
間
で
東
北
・
北
陸
を

巡
っ
て
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
年
）

に
江
戸
に
帰
っ
た
。 

　

奥
の
細
道
の
終
盤
、
芭
蕉
が
金
沢

を
経
て
小
松
を
訪
れ
た
後
、
山
中
温

泉
に
滞
在
す
る
が
、
そ
の
後
、
再

度
小
松
を
訪
れ
て
い
る
。『
奥
の
細

道
』
の
道
中
で
同
じ
土
地
を
二
度
訪

れ
た
の
は
小
松
だ
け
。
当
時
の
小
松

は
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
が

隠
居
城
を
構
え
た
こ
と
で
、
小
松
絹

な
ど
多
く
の
産
業
が
発
展
し
、
町
衆

の
財
力
と
文
化
度
が
非
常
に
高
く
、

利
常
が
招
い
た
小
松
天
満
宮
の
別
当

能の
う
じ
ゅ
ん

順
の
影
響
で
連
歌
な
ど
文
学
的
素

養
を
持
つ
人
た
ち
が
多
か
っ
た
こ
と

も
理
由
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

秋
晴
れ
の
一
日
、
季
節
は
違
う
が
、

今
か
ら
三
二
五
年
前
、
芭
蕉
が
訪
れ

た
小
松
で
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
。

　

芭
蕉
が
小
松
に
到
着
し
た
の
は
旧

暦
の
七
月
二
四
日
。
そ
の
日
は
近
江

屋
と
い
う
宿
に
泊
ま
り
、
翌
二
五
日
、

小
松
を
発
と
う
と
し
た
芭
蕉
を
小
松

の
人
々
が
引
き
留
め
、
滞
在
を
延
ば

し
、居
所
を
近
江
屋
か
ら
立
松
寺（
建

聖
寺
）
に
移
し
た
。
建
聖
寺
に
は
芭

蕉
塚
と
立
花
北
枝
が
彫
っ
た
芭
蕉
像

が
あ
る
。
北
枝
は
小
松
の
松
任
町
生

ま
れ
で
当
時
は
金
沢
で
研
師
を
業
と

し
て
い
た
。
北
枝
は
金
沢
か
ら
越
前

松
岡
ま
で
芭
蕉
一
行
と
同
行
し
、
後

に
蕉
門
十
哲
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
日
、
多
太
神
社
へ
参
拝
し
て

実さ
ね
も
り盛

の
甲
冑
や
木
曾
義
仲
の
願
状
を

見
た
後
、
本
折
日
吉
神
社
の
神
主
藤

村
伊
豆
に
招
か
れ
二
日
目
を
過
ご
し
、

こ
の
伊
豆
宅
で
「
し
ほ
ら
し
き
名
や

小
松
吹
く
萩は
ぎ
す
す
き

薄
」
を
詠
ん
だ
。
そ
の

翌
日
は
、
歓
生
亭
で
開
か
れ
た
句
会

で
歓
待
さ
れ
て
い
る
。

　

小
松
滞
在
四
日
目
は
莵う
は
し橋

神
社
を

訪
れ
、祭
礼
（
西
瓜
ま
つ
り
）
に
詣
で
、

そ
の
後
、
再
度
、
多
太
神
社
を
訪
れ

て
「
む
ざ
ん
や
な
甲
の
下
の
き
り
ぎ

り
す
」
の
句
を
奉
納
し
て
い
る
。

　

平
家
の
老
将
斉
藤
別
当
実
盛
は

も
と
は
源
氏
の
武
将
で
、
幼
少
の

義
仲
が
一
族
の
争
い
で
殺
さ
れ
か
け

た
時
、
そ
の
命
を
救
い
木
曾
に
逃
が

し
て
く
れ
た
恩
人
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
実
盛
七
三
歳
の
時
、
寿
永
二

年（
一
一
八
三
）。
京
都
に
向
か
う
義

仲
軍
は
倶
利
伽
羅
峠
で
平
家
の
大
軍

に
大
勝
し
、
加
賀
に
入
っ
た
。
抵
抗

す
る
平
家
軍
を
義
仲
軍
は
篠
原
の
戦

い
で
打
ち
破
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
時
、

平
家
の
武
将
だ
っ
た
実
盛
は
、
若
武

者
と
し
て
戦
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
白
髪
の
頭
を
黒
く
染
め
て
出
陣
し

た
が
討
死
す
る
。
首
実
検
で
義
仲
が

血
に
染
ま
っ
た
首
を
池
で
洗
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
白
髪
が
出
て
き
て
実
盛
と

三
二
五
年
前
、

小
松
を
訪
れ
た
芭
蕉
の

足
跡
を
た
ど
る

建聖寺に伝わる立
たちばなほくし

花北枝による高
さ18 センチほどの木製の芭蕉坐
像 (市指定文化財）。見学は事前
のお電話を。建聖寺の門前に「は
せを留杖の地」の碑があり、境内
には大小の句碑が並んでいる。　

建聖寺

△

MAP［15ページ②］
石川県小松市寺町 94
 TEL 0761-21-3170

寿永2年（ 1183年）に現在の地に鎮座した本折日吉神社は神
輿が氏子町内をお旅する「お旅まつり」で知られる。「開運魔
除け」「鬼門除け」の神様として地元では昔から厚い信仰を
集めていて、「山王さん」「日吉さん」と呼ばれ親しまれている。

本折日吉神社

△

MAP［15ページ③］
石川県小松市本折町 1　TEL 0761-22-0163

「お旅まつり」で有名な莵
うは し

橋神
社。地元の人からは「お諏訪さ
ん」と呼ばれて親しまれてい
る。西瓜まつりの祭礼の日（旧
暦 7 月 27 日）に芭蕉一行が立
ち寄った。「しほらしき名や小松
ふく　萩すすき」の句碑が神社
入り口の脇に残されている。　

莵橋神社

△

MAP［15ページ④］
石川県小松市浜田町イ 233
TEL 0761-24-2311

しほらしき名や小松吹く萩
は ぎ す す き

薄

拝殿の前には「魔除けの霊力」
があると言われる鈴が。お参
りする時にこの鈴を振って祈
願、感謝する。境内には猿の
像が多く見られるが、日吉神
社では昔から神様のお遣いの
猿を「真猿＝まさる」と呼ん
で尊ぶ。「魔去る」「勝る・優
る・賢る」「増さる」に通じ
る縁起の良いものとして多く
の人が頭を撫でるのでツルツ
ル、スベスベになっている。
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知
り
、「
あ
な
む
ざ
ん
や
な
」
と
涙
を

流
し
た
の
は
謡
曲
「
実
盛
」
の
名
場

面
だ
。
芭
蕉
の
句
は
そ
れ
か
ら
採
ら

れ
た
も
の
で
、
初
句
は
「
あ
な
む
ざ

ん
甲
の
下
の
き
り
ぎ
り
す
」
だ
っ
た
。

　

芭
蕉
は
平
家
物
語
に
よ
ほ
ど
ロ
マ

ン
を
感
じ
て
い
た
ら
し
く
、 『
奥
の

細
道
』
の
旅
で
、
義
経
主
従
が
討

死
し
た
奥
州
の
高
館
や
、
義
経
の
忠

臣
佐
藤
継
信
の
旧
跡
な
ど
、
平
家
物

語
ゆ
か
り
の
地
を
多
く
訪
ね
て
い
る
。

平
家
物
語
の
人
物
の
中
で
も
特
に
義

仲
に
心
酔
し
て
い
た
よ
う
で
、
遺
言

に
よ
り
近
江
の
義
仲
寺
に
あ
る
木
曽

義
仲
の
墓
の
そ
ば
に
芭
蕉
は
埋
葬
さ

れ
て
い
る
。『
奥
の
細
道
』
の
日
本

海
側
の
旅
は
義
仲
が
京
へ
と
上
が
っ

た
「
木
曽
街
道
」
を
た
ど
る
旅
で
も

あ
っ
た
。

　

多
太
神
社
で
句
を
奉
納
し
た
芭
蕉

は
そ
の
日
に
山
中
温
泉
に
着
き
、
八

月
四
日
ま
で
滞
在
し
た
後
、
再
び
小

松
に
向
か
う
途
中
、
那
谷
寺
に
詣
で

て
「
石
山
の
石
よ
り
白
し
秋
の
風
」

を
奉
納
し
た
。
小
松
に
引
き
返
し
た

理
由
は
諸
説
あ
り
、
小
松
の
俳
人

塵じ
ん
せ
い生

に
宛
て
た
芭
蕉
の
書
簡（
※
）に

は
天
神
奉
納
発
句
の
た
め
、
曽そ

ら良
随

行
日
記
で
は
生い
こ
ま
ま
ん
し

駒
万
子
に
会
う
た
め

と
な
っ
て
い
る
。
万
子
は
小
松
天
満

宮
の
別
当
能の
う
じ
ゅ
ん順の

弟
子
で
、
芭
蕉
は

万
子
の
案
内
で
能
順
と
会
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
金
沢
か
ら

付
き
添
っ
て
き
た
北
枝
は
、
大
聖
寺

を
経
て
越
前
松
岡
ま
で
芭
蕉
を
送
っ

て
別
れ
た
。

　

今
で
も
小
松
に
は
『
奥
の
細
道
』

フ
ァ
ン
、
芭
蕉
フ
ァ
ン
が
多
く
訪
れ
、

芭
蕉
が
賞
賛
し
た
と
言
わ
れ
る
小
松

う
ど
ん
は
地
域
グ
ル
メ
と
し
て
愛
さ

れ
て
い
る
。

　

俳
句
は
世
界
最
短
の
定
型
詩
と
言

わ
れ
、
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
で
も

H
a
i
k
u
と
称
さ
れ
愛
好
者
も
多

い
。
し
か
し
、
趣
味
が
多
様
化
し
て

い
る
現
代
、
伝
統
的
な
俳
句
に
留
ま

ら
ず
、
異
な
る
も
の
を
組
み
合
わ
せ

て
新
し
い
俳
句
の
世
界
を
広
げ
よ
う

と
、
小
松
市
で
は
昨
年
開
催
し
た
奥

の
細
道
こ
ま
つ
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、

「
俳
句
」
と
「
写
真
又
は
絵
」
を
組

み
合
わ
せ
た
小
松
ビ
ジ
ュ
ア
ル
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
先

日
、
那
谷
寺
が
「
お
く
の
ほ
そ
道
の

風
景
地
」
と
し
て
国
の
名
勝
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、『
奥
の
細
道
』

を
通
し
て
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
増

加
が
期
待
さ
れ
る
。

むざんやな甲の下のきりぎりす石山の石より白し秋の風

高さ12.5 センチ、重さ 4.4 
キロの兜の中央に、八幡大
菩薩の神号を浮き彫りにし
た精巧な造り。目

まびさし

庇から吹
返しまで、菊唐草の彫刻に
金を散りばめ竜頭の飾金具
と鍬形の角が打ちつけてあ
る。実盛が討死の後、木曽
義仲が祈願の状文に添えて
多太神社に奉納された。明
治 33 年に国宝に指定された
時に一度解体修理され、昭
和 25 年には重要文化財に
なった。

那谷寺は養老元年（717）に
創建された古刹。平安中期に
花山法王が訪れ、岩窟観音菩
薩を拝し、西国 33ヶ所観音
霊場の第一番那智山青岸渡寺
の「那」と第三十三番谷汲山
華厳寺の「谷」をとって那谷寺
と改めたという。秋には前景
の紅葉と白い岩肌の奇岩遊仙
境とその背後の緑のコントラ
ストが美しい。芭蕉も『奥の
細道』に　「奇石さまざまに、
古松植ならべて、萱ぶきの小
堂岩の上に造りかけて、殊勝
の土地也。」　と記し、褒め称
えている。

那谷寺の境内には頭をなで
ると苦難がサル、ご縁（猿）
が授かると好評のサルがい
るので探して見てください。

▼

小松天満宮の「願かけ撫牛」。撫で
ると願いが叶うと言われている。

加賀藩三代藩主前田利常が小松城
に隠居した時、前田家の氏神の菅
原道真を祭神として、小松城鎮護
のために京都の北野天満宮を四分
の一に縮小して創建したのが小松
天満宮。本殿・拝殿、神門などが
国の重要文化財になっている。神
門に向かう参道に「あかあかと日
は難面もあきの風」の句碑がある。

小松天満宮

△

MAP［15ページ⑦］
石川県小松市天神町 1
TEL 0761-22-2539

実盛の兜など多くの
宝物が保管展示され
ている多太神社の宝
物館で、詳しく説明
をしていただいた實
盛之兜保存会会長の
中山哲郎さん。実盛
の兜を見学希望の方
は事前に電話予約を。
（有料見学）
TEL 0761-22-5678

那谷寺

△

MAP［15ページ⑥］
石川県小松市那谷町ユ 122
TEL 0761-65-2111

多太神社は創祀が遠く古代ま
でさかのぼる古社で、社縁起
によると6世紀初め武烈天皇 5
年（503）に男大跡王子（後の継
体天皇）の勧請によると伝えら
れ、平安時代初期には延喜式
内社に列している。

多太神社

△

MAP［15ページ⑤］
石川県小松市上本折町72　
TEL 0761-22-4089

（
※
）こ
の
書
簡
に
塵
生
が
贈
っ
た
乾
う
ど
ん

（
小
松
う
ど
ん
）の
お
礼
を
そ
え
る
か
た
ち
で
、
小

松
天
満
宮
へ
発
句
奉
納
依
頼
の
件
を
承
知
し
た
と

書
か
れ
て
い
る
。

実盛の兜
（多太神社所蔵・国指定重要文化財）
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梯か
け
は
し
が
わ川
の
向
こ
う
に
白
山
の
美
し
い

山
容
。
起
伏
に
富
ん
だ
土
地
。
石
器

時
代
に
は
人
々
が
高
台
で
暮
ら
し
、

古
代
に
は
加
賀
国
府
が
お
か
れ
、
近

代
で
は
建
機
メ
ー
カ
ー
、
コ
マ
ツ
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
遊
泉
寺
銅
山
で
栄
え

る
な
ど
、
小
松
の
歴
史
の
中
に
は
幾

度
と
な
く
国
府
地
区
の
名
が
登
場
し

ま
す
。
の
ど
か
で
美
し
く
、
デ
ィ
ー

プ
な
歴
史
が
詰
ま
っ
た
、
そ
ん
な
国

府
を
訪
ね
ま
す
。

　

ま
ず
は
地
獄
め
ぐ
り
で
知
ら
れ
る

「
ハ
ニ
ベ
巌
窟
院
」。古
墳
時
代
か
ら
こ

の
あ
た
り
は
石
材
の
産
出
地
で
、
周

辺
の
山
中
に
は
石
切
場
跡
が
い
く
つ

も
残
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ニ
ベ
巌
窟
院

も
そ
の
ひ
と
つ
。
か
つ
て
の
石
切
場

に
つ
く
ら
れ
た
地
獄
へ
、
い
ざ
出
発
。

　

洞
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、し
っ

骨
は
金
沢
野
田
山
に
、
残
り
の
灰
は
こ

の
地
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。郷
土
資
料『
ふ

る
さ
と
国
府
』
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は

外
周
に
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
小
松
城
の

あ
る
西
方
に
向
け
て
長
い
参
道
が
あ
り
、

墓
参
り
の
際
に
は
小
松
城
か
ら
灰
塚
ま

で
白
布
を
敷
き
つ
め
た
と
か
。

　

灰
塚
は
周
辺
の
開
発
に
と
も
な
っ

て
敷
地
が
縮
小
さ
れ
、
遺
灰
も
昭
和

二
八
年
に
野
田
山
へ
と
移
転
。
現
在

は
、
加
賀
産
業
開
発
道
路
の
す
ぐ
そ

ば
に
「
加
越
能
国
主　

従
二
位　

前

田
利
常
公
灰
塚
之
址
」
と
刻
ま
れ
た

石
碑
が
木
々
に
囲
ま
れ
て
ひ
っ
そ
り

立
つ
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
と
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
冷
気

が
体
を
包
み
ま
す
。
天
井
や
壁
に
は
、

石
工
た
ち
の
手
で
刻
ま
れ
た
無
数
の

ノ
ミ
の
跡
。
暗
闇
に
照
ら
し
出
さ
れ

る
数
々
の
仏
像
、
鬼
気
迫
る
閻
魔
大

王
、
そ
し
て
鬼
た
ち
が
繰
り
広
げ
る

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
地
獄
絵
図
。
こ

れ
ら
の
作
品
群
は
日
展
作
家
だ
っ
た

初
代
院
主
、
故
・
都
賀
田
勇
馬
氏
と

二
代
目
伯
馬
氏
の
手
に
よ
る
も
の
。

　

開
洞
は
昭
和
二
六
年
。
当
時
金
沢

在
住
だ
っ
た
勇
馬
氏
が
こ
の
地
の
知

人
を
訪
ね
た
と
き
、
こ
の
洞
窟
に
出

合
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
神
秘
的
な

空
気
に
芸
術
家
と
し
て
の
魂
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
、
こ
こ
に
仏
像
を
並
べ
て
一

大
伽
藍
を
つ
く
ろ
う
と
決
意
。
家
族

に
「
お
れ
は
一
年
ほ
ど
小
松
の
ほ
ら

穴
に
閉
じ
こ
も
る
か
ら
、
お
前
た
ち

は
な
ん
と
か
生
活
を
し
て
お
れ
」
と

言
い
残
し
て
鍋
と
七
輪
を
手
に
洞
窟

に
入
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
を
頼
り

に
一
人
黙
々
と
二
十
体
近
く
の
像
を

作
り
続
け
た
の
で
し
た
。

　

戦
後
、
平
和
の
願
い
を
込
め
て
つ

く
ら
れ
た
こ
の
巌
窟
院
。
静
か
な
祈

り
、
人
の
愚
か
さ
、
不
気
味
さ
、
そ

し
て
可
笑
し
み
。
き
れ
い
事
だ
け
で

は
な
い
、
そ
ん
な
混
沌
と
し
た
人
間

臭
さ
が
洞
内
に
満
ち
て
い
て
、
居
並

ぶ
像
は
訪
れ
る
人
の
心
の
中
を
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

悠
久
の
風
渡
る
、
国
府
を
ゆ
く

小
松
市
の
北
東
部
、
国
府
地
区
。

ゆ
る
や
か
な
丘
陵
が
広
が
り
、
風
光
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
は

か
つ
て
加
賀
国
府
が
お
か
れ
た
と
こ
ろ
。

い
に
し
え
よ
り
紡
が
れ
て
き
た
歴
史
ロ
マ
ン
に
触
れ
る
旅
。
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加
賀
産
業
開
発
道
路
に
出
て
北
へ
。

舟
見
ヶ
丘
保
幼
園
そ
ば
の
交
差
点
の

北
東
角
に
、
こ
ん
も
り
と
木
々
が
茂

る
一
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
「
前

田
利
常
公
灰
塚
」。
丘
の
頂
上
付
近

に
あ
た
り
、
白
山
の
遠
望
と
田
園
風

景
が
美
し
い
場
所
で
す
。

　

加
賀
三
代
藩
主
前
田
利
常
は
、
小
松

城
下
を
整
備
し
て
産
業
文
化
を
奨
励
し
、

小
松
の
礎
を
築
い
た
人
物
。
製
茶
に
力

を
入
れ
た
利
常
は
、
茶
の
栽
培
に
適
し

た
こ
の
三
宅
野（
埴
田
町
）に
茶
畑
を
拓

か
せ
ま
し
た
。
風
光
明
媚
な
こ
の
地
を

た
い
そ
う
気
に
入
り
、
遺
言
に
よ
っ
て

利
常
の
亡
骸
は
こ
こ
で
火
葬
さ
れ
、
遺

利
常
が
愛
し
た
三
宅
野
の
眺
望

ハニベ巌窟院のシンボルである高さ 15mの仏頭。

売店ではハニベ焼を販売。深々と頭を下げたどこ
かユーモラスな「おじぎ福助」は初代勇馬氏のデザ
インで、開洞以来のロングセラー。

こ
こ
は
地
獄
か
極
楽
か

ハニベ巌窟院△

MAP[15ページ⑧ ]
小松市立明寺町イ 1
TEL 0761-47-3188

営業時間／ 4～ 9月 9:00～ 17:00、
10～ 3月 9:00～ 16:00

定休日／無休
料金／大人 800円、小人 500円
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加
賀
産
業
開
発
道
路
を
さ
ら
に
北

へ
と
進
み
ま
す
。
国
府
台
へ
の
上
り

坂
の
手
前
を
右
に
折
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
「
桜さ

く
ら
し
ょ
う
ず

生
水
」
は
、
名
水
百
選
の

ひ
と
つ
。
か
つ
て
泉
の
ほ
と
り
に
桜

の
大
木
が
枝
を
広
げ
て
い
た
こ
と
が

名
の
由
来
で
す
。
時
を
経
て
由
来
と

な
っ
た
桜
は
切
ら
れ
た
も
の
の
、
国

府
小
学
校
の
校
歌
で
「
桜
泉
の
真
清

水
の
」
と
元
気
に
歌
い
継
が
れ
、
湧

水
は
地
元
の
保
存
会
の
人
々
の
手
で

大
切
に
守
ら
れ
て
今
に
至
り
ま
す
。

澄
み
き
っ
た
泉
の
傍
ら
に
祠
が
あ
り
、

と
、
未
だ
残
る
さ
ま
ざ
ま
な
謎
に
、

ロ
マ
ン
が
か
き
た
て
ら
れ
る
の
で
す
。

　

二
基
の
石
室
は
そ
れ
ぞ
れ
資
料
館

の
内
外
に
移
築
保
存
さ
れ
、
見
学
が

で
き
ま
す
。「
こ
の
地
は
古
代
か
ら

天
皇
家
に
近
い
有
力
者
が
い
て
、
後

に
国
府
も
お
か
れ
た
と
こ
ろ
。
古
代

小
松
の
歴
史
す
べ
て
が
こ
こ
に
あ
る

ん
で
す
」
と
丁
寧
に
解
説
を
し
て
下

さ
っ
た
職
員
の
室
梅
義
泰
さ
ん
。
幾

重
に
も
連
な
る
山
並
み
の
向
こ
う
に

白
山
が
そ
び
え
る
こ
の
光
景
は
、
古

代
も
現
代
も
同
じ
。
古
墳
の
丘
を
吹

き
渡
る
風
は
、
ま
さ
に
悠
久
の
風
。

中
に
は
お
地
蔵
さ
ま
が
。
み
ず
み
ず

し
い
野
花
が
活
け
ら
れ
て
お
り
、
手

入
れ
が
丁
寧
に
行
き
届
い
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
祠
に
ノ
ー
ト

が
備
え
付
け
て
あ
り
、「
大
阪
か
ら

石
川
に
来
る
た
び
に
汲
み
に
来
ま
す
」、

「
立
明
寺
町
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
歩
い
て
お

参
り
に
来
る
八
五
歳
で
す
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
桜
生
水
へ
の
思
い
を

記
し
て
い
ま
す
。
保
存
会
メ
ン
バ
ー

が
訪
問
者
に
昔
話
を
披
露
し
た
ほ
の

ぼ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
綴
ら
れ
、

市
内
外
の
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
人
々
の
素
朴
で
深
い
愛

情
を
そ
こ
に
感
じ
た
の
で
し
た
。

　

桜
生
水
か
ら
国
府
台
へ
の
坂
道
を

上
り
き
っ
た
先
に
「
河
田
山
古
墳
群

史
跡
資
料
館
」
が
あ
り
ま
す
。
国

府
台
団
地
の
造
成
に
と
も
な
う
調

査
で
、
台
地
一
帯
に
四
～
七
世
紀

に
築
か
れ
た
六
二
基
の
古
墳
が
発
見

さ
れ
た
の
は
昭
和
六
一
～
六
二
年
の

こ
と
。
な
か
で
も
全
国
で
例
の
な
い

ア
ー
チ
型
石
室
を
も
つ
古
墳
が
見
つ

　

国
府
台
の
住
宅
街
に
佇
む
「
菓
子

工
房
よ
ど
が
わ
」
は
、
昨
年
十
二
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
小
さ
な
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
。
オ
ー
ナ
ー
の
淀
川
栄
美
子
さ

ん
は
、
献
上
加
賀
棒
茶
で
知
ら
れ
る

加
賀
市
の
丸
八
製
茶
場
と
親
戚
と
い

う
縁
も
あ
っ
て
、
以
前
は
製
茶
場
併

設
の
喫
茶
で
お
茶
請
け
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

　

淀
川
さ
ん
の
ス
イ
ー
ツ
は
、
加
賀

棒
茶
を
は
じ
め
無
添
加
の
生
ク
リ
ー

地
域
の
人
々
が
守
り
継
ぐ
泉

古
代
の
ロ
マ
ン
に
想
い
を
は
せ
る

「
お
い
し
い
」の

笑
顔
が
見
た
く
て

「九州に食べられるイグサがあるんですよ。
将来小松のイグサでも、何か作れるかも」。
アイディアは尽きません。

加賀棒茶の香ばしさが際立つ「いぶろーる加賀棒
茶」。淀川さんの人柄のようにふんわりと、そして
存在感のある味。

▲

▲

菓子工房 よどがわ
 

△

MAP［15ページ⑪］
小松市国府台 2-96 TEL 0761-47-0883
営業時間／ 10:00～ 19:00
定休日／月曜、火曜
（祝日の場合は営業し、水曜休業）

河田山古墳群史跡資料館△

MAP [15ページ⑩]
小松市国府台 3-64  TEL 0761-47-4533
営業時間／10:00～ 17:00(入館は16:30まで。12～ 2月は15:30)
定休日／水曜（祝日の場合は翌日）
年末年始（12月 29日～ 1月 3日）、展示替え・整理期間
料金／無料

館長の「間近で見て、手で触れて、歴史を感じてもらいたい」との考えから、
資料館そばに移築された河田山 12号墳は石室の中に入って見学ができます。
鍵がかかっている時は、資料館受付に声かけを。

館内には周辺で出土した石器時代から奈良時代にかけての遺物を展示。

桜生水では毎年 6月に野点茶会が開催される。　

△

MAP［15ページ⑨］

か
り
、当
時
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

　

七
世
紀
、
古
墳
時
代
後
期
に
築
か

れ
た
ア
ー
チ
型
石
室
は
、
朝
鮮
半
島

の
王
墓
の
影
響
が
色
濃
く
、
埋
葬
さ

れ
た
の
は
天
皇
に
か
な
り
近
い
人
物

と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
し
か
も

石
室
の
入
り
口
は
白
山
の
方
角
に
向

け
ら
れ
て
お
り
、
白
山
信
仰
の
発
祥

と
も
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

ム
、
徳
島
の
阿
波
和
三
盆
な
ど
、
材

料
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
手
間
を

惜
し
ま
ず
手
づ
く
り
し
た
逸
品
揃

い
。
シ
ン
プ
ル
な
中
に
素
材
の
風
味

が
詰
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は

優
し
く
豊
か
な
味
わ
い
で
す
。
納
得

の
い
く
も
の
を
作
る
た
め
「
作
業
し

て
い
て
気
付
く
と
二
時
、
三
時
っ
て

こ
と
も
。
お
菓
子
作
り
は
奥
が
深
く

て
」
と
困
っ
た
顔
で
笑
い
ま
す
が
、

彼
女
の
睡
眠
時
間
が
減
れ
ば
減
る
ほ

ど
、
お
客
さ
ん
の
笑
顔
は
増
え
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。と
は
い
え
、フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
身
体
に
は
気
を
付
け

て
、
淀
川
さ
ん
。

　

店
内
に
は
小
さ
な
喫
茶
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
毎
月
末
に
は
五
百
円
で
ド

リ
ン
ク
と
ス
イ
ー
ツ
が
味
わ
え
る
ワ

ン
コ
イ
ン
デ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。



「安心・安全・おいしい」の証 小松ブランドロゴマーク。
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今
年
の
十
月
一
日
、
小
松
市
の

食
と
観
光
情
報
を
集
め
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
空
の
駅
こ
ま
つ
」

が
小
松
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で

オ
ー
プ
ン
し
た
。
小
松
空
港
は
年
間

二
〇
〇
万
人
が
利
用
す
る
北
陸
の

空
の
玄
関
口
。
そ
の
好
立
地
を
活
か

し
、
環
境
王
国
こ
ま
つ
に
認
定
さ
れ

て
い
る
小
松
産
の
農
産
物
を
加
工
し

た
様
々
な
六
次
産
業
商
品
の
他
、
生

鮮
野
菜
、
果
物
、
日
本
酒
や
日
本
を

代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
の
九
谷
焼
な

ど
の
豊
富
な
品
揃
え
と
、
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
、
和
菓
子
教
室
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

小
松
の
幅
広
い
魅
力
を
発
信
す
る
。

ま
た
二
階
に
は「
空
カ
フ
ェ
」も
あ
り
、

小
松
産
の
お
米
な
ど
地
元
農
産
物
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。

　

小
松
市
で
は
今
年
の
一
月
か
ら
四
回

に
亘
っ
て
期
間
限
定
の
「
空
の
駅
」
を

試
験
設
置
し
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
開
業
準
備
を
行
い
、
今
回

の
オ
ー
プ
ン
で
は
、ネ
ピ
ュ
レ
社（
東
京
）

の
加
工
技
術
を
活
用
し
た
ジ
ュ
ー
ス

や
パ
ン
な
ど
も
新
登
場
し
た
。

　

空
の
駅
こ
ま
つ
の
駅
長
・
小
見
麻

利
子
さ
ん
は
、「
小
松
に
は
農
産
物

や
伝
統
工
芸
な
ど
、
日
本
全
国
、
そ

し
て
世
界
に
も
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い

素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
今
後

も
お
客
様
の
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が

ら
そ
の
素
材
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
も
っ
と
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
、口
コ
ミ
で「
空
の
駅
こ
ま
つ
」、

そ
し
て
小
松
の
魅
力
が
広
ま
っ
て
い

く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

　
「
道
の
駅
」
が
一
九
九
三
年
に
登

場
し
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
二
〇

年
。「
道
の
駅
」
は
地
域
産
業
振
興

の
拠
点
、
人
び
と
の
交
流
の
拠
点
と

し
て
、
地
域
に
根
差
し
な
が
ら
進
化

を
遂
げ
、
地
域
の
人
だ
け
で
な
く
多

く
の
観
光
客
も
惹
き
つ
け
る
重
要
な

存
在
と
な
っ
て
い
る
。
小
松
市
で
も

二
〇
一
〇
年
四
月
に
、「
道
の
駅
こ

ま
つ
木
場
潟
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
連

日
多
く
の
地
元
客
、
観
光
客
が
訪
れ
、

地
産
地
消
、
地
産
他
消
、
そ
し
て
小

松
の
観
光
物
産
情
報
の
発
信
拠
点
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
「
空
の
駅
こ

ま
つ
」
は
「
道
の
駅
こ
ま
つ
木
場
潟
」

と
合
わ
せ
て
、
小
松
の
魅
力
を
よ
り

効
果
的
に
発
信
す
る
拠
点
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

九
月
一
六
日
、
小
松
市
は
農
業

の
六
次
産
業
化
を
推
進
す
る
一
環

と
し
て
、
小
松
産
大
麦
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
こ
ま
つ
オ
ー

タ
ム
ス
イ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
」
を
開
い

た
。
小
松
市
内
の
菓
子
店
三
〇
店
が

参
加
し
、
新
規
に
開
発
し
た
三
〇
種

類
の
ケ
ー
キ
や
パ
ン
、
和
菓
子
が
開

発
さ
れ
、
市
民
の
た
め
に
用
意
さ
れ

た
二
八
〇
席
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
市

民
の
地
産
地
消
の
ス
イ
ー
ツ
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
コ
ン
テ

ス
ト
の
合
間
に
北
陸
学
院
大
学
食
物

栄
養
学
科
学
科
長
の
新
澤
祥
恵
教
授

の
講
評
と
大
麦
に
つ
い
て
の
講
演
が

あ
り
、
参
加
者
は
あ
ら
た
め
て
地
元

産
の
大
麦
の
栄
養
・
効
能
に
つ
い
て

認
識
を
新
た
に
し
た
。
試
食
の
際
に

は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
も
一
緒
に
配
ら

れ
、
試
食
し
た
商
品
の
感
想
は
参
加

し
た
菓
子

店
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ

れ
、
今
後
の

商
品
開
発
の

参
考
に
さ
れ

た
。
そ
の
中

の
一
部
は
新

規
オ
ー
プ
ン

し
た
「
空
の

駅
こ
ま
つ
」

で
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。

こ
ま
つ
オ
ー
タ
ム

ス
イ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
を
開
催

オープニングセレモニーで
挨拶する和田 愼司小松市長。

和菓子教室など、様々な体験教室も定期的に行われる。ネピュレの特殊製法で果肉感・食
物繊維たっぷりのトロトロ プチプ
チ新食感のジュースも注目です。

空の駅こまつ△

MAP［15ページ⑫］
〒 923-0993

小松市浮柳町ヨ 50番地
小松空港ターミナルビル内

TEL 0761-24-0831 
営業時間 /空の駅こまつ（１階）7:15～19:35

空カフェ（2階）7:15～19:35 年中無休

六
次
産
業
・
地
域
産
業
・
交
流

の
拠
点
と
し
て
の
期
待
を
担
っ
て

がオープン！

大盛況となったホテルサンルート小松の会場。



学
卒
業
後
は
、
一
度
は
他
の

業
界
を
体
験
し
て
お
き
た
い

と
、
金
沢
に
あ
る
水
道
設
備

会
社
に
就
職
し
、
設
備
の
施

工
管
理
を
行
っ
て
い
た
。
就

職
直
後
は
会
社
勤
め
を
し
な

が
ら
農
業
を
す
る
つ
も
り
で

い
た
が
、
結
婚
を
期
に
退
職

し
、
就
農
し
た
。「
大
学
で
は

生
産
工
学
を
学
び
、
会
社
で

も
施
工
管
理
を
し
て
い
た
の

で
、
農
業
も
理
詰
め
で
考
え
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
数
字
を

追
い
か
け
る
。
原
因
を
追
求
す
る
。
理
論
を
考
え
る
。
だ
か
ら

い
つ
も
何
で
も
メ
モ
し
ま
す
よ
」
と
新
田
さ
ん
。
そ
ん
な
新
田

さ
ん
だ
が
、
就
農
直
後
は
お
父
さ
ん
か
ら
一
か
ら
農
業
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

近
所
の
農
家
に
聞
い
た
り
し
な
が
ら
勉
強
し
た
そ
う
だ
。
失
敗

も
多
く
し
た
が
、常
に
日
誌
に
記
録
し
、失
敗
の
原
因
を
追
求
し
、

翌
年
に
栽
培
に
活
か
し
た
。
昔
は
お
父
さ
ん
と
農
業
の
や
り
方

で
対
立
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
今
は
自
分
の
意
見
は

言
う
け
れ
ど
、
お
父
さ
ん
を
立
て
な
が
ら
上
手
く
や
る
よ
う
に

し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

農
業
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
地
道
な
作
業
で
人
付
き
合
い
も
い

ら
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
が
、
販
売
し
て
く
れ
る
人
た
ち
や

生
産
組
合
の
人
た
ち
と
の
人
間
関
係
も
大
切
で
、
そ
の
関
係
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　

将
来
の
夢
は
？
と
尋
ね
る
と
、「
自
分
個
人
の
こ
と
よ
り
も
、

日
本
の
農
業
が
ど
う
な
る
か
が
不
安
で
、
新
規
就
業
者
が
増
え

る
よ
う
な
環
境
作
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

勧進帳うどん（丸芋磯部揚）780円

　

米
・
食

味
鑑
定
士

協
会
が
主

催
す
る「
第

十
五
回
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
・
国

際
大
会
が
二
○
十
三
年
十
一
月

二
三
日
に
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
で
開

催
さ
れ
、
那
谷
町
の
木
崎
英
紀
さ

ん
が
都
道
府
県
代
表
お
米
選
手
権

部
門
で
、
角
谷
佐
佳
恵
さ
ん
が
環

境
王
国
部
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
状
を
手
に
し
、木
崎
さ
ん
は
「
努

力
し
た
結
果
が
評
価
さ
れ
て
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

15

　

小
松
空
港
が
あ
る
小
松
市
の
浮
柳
町
。
梯
川
と
前
川
の
合
流

点
に
近
く
、
明
治
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
皇
国
地
誌
』
に
地
味

は
「
概
ネ
砂
ニ
シ
テ
其
質
悪
ク
、
水
利
不
便
ナ
リ
」
と
あ
る
よ

う
に
、
砂
地
の
土
地
が
広
が
る
。

　

そ
の
浮
柳
町
で
四
代
に
渡
っ
て
農
業
を
続
け
る
の
が
新
田
武

志
さ
ん
（
四
〇
才
）。

　

新
田
さ
ん
は
稲
作
の
他
、
す
ぐ
り
菜
も
作
っ
て
い
る
が
、
メ

イ
ン
と
な
る
の
は
「
加
賀
白
ね
ぎ
」。
浮
柳
町
の
水
は
け
の
良
い

砂
地
が
ネ
ギ
の
栽
培
に
適
し
て
い
て
、こ
の
土
地
で
育
て
た
「
加

賀
白
ね
ぎ
」
は
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
歯
ご
た
え
と
、
独
特
の

甘
味
と
苦
味
が
絶
妙
で
生
で
も
煮
て
も
焼
い
て
も
美
味
し
い
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
両
親
の
農
作
業
の
姿
を
見
て
い
て
、
小
さ

い
頃
か
ら
農
業
を
継
ご
う
と
考
え
て
い
た
新
田
さ
ん
だ
が
、
大
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収穫したばかりの加賀白ねぎを手にする
新田武志さん。

　
本
誌
「
芭
蕉
特
集
」で
も
紹
介
し
た
松
尾
芭
蕉
が
称
賛

し
た「
小
松
う
ど
ん
」を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
す

る
た
め
に
、
平
成
二
二
年
十
月
に
J
R
小
松
駅
の
高
架

下
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お
店
。 十
月
中
旬
に
な
る
と
小
松

産
の
新
麦
を
使
っ
た
文
字
ど
お
り
の
「
小
松
う
ど
ん
」
を

味
わ
え
る
。
こ
こ
の
う
ど
ん
、
第
二
回
「
全
国
ご
当
地
う

ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
」で
、
全
国
各
地
の
名
物
う
ど
ん
を
抑
え

て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
て
い
て
、「
小
松
う
ど
ん
」
特

有
の
モ
チ
モ
チ
、
ツ
ル
ツ
ル
の
食
感
と
、
少
し
甘
目
な

が
ら
味
わ
い
深
い
出
汁
は
、「
な
る
ほ
ど
グ
ラ
ン
プ
リ
」

と
納
得
さ
せ
ら
れ
る
。
J
R
小
松
駅
を
ご
利
用
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

小松うどん道場 
つるっとの「小松うどん」

小松うどん道場 つるっと△

MAP［15ページ⑭］
小松市土居原町 13-18
TEL 0761-23-2217
営業時間：月～火10：30 ～19：00   
                    水 10：30 ～14：00
              木～日 10：30 ～19：00   

新幹線（越後湯沢経由）	 4時間20分
新幹線（米原経由）	 ４時間
高速バス（八王子行き）	 ８時間50分

特急電車	 ２時間10分
高速バス	 ４時間10分
車	 3時間30分

特急電車	 ２時間10分
高速バス	 3時間10分
車	 2時間30分

	 ※ JRの時間は最速列車の場合です。

東
京

大
阪

名
古
屋

列車・バス・車で

その名のとおり白い部分が美しい加賀白ねぎ。


